報道機関各位　（福市繁幸　チャレンジドフォーラムinＳＡＧＡ実行委員会代表０９０－９４０９－２８７８）
第１回チャレンジドフォーラムinＳＡＧＡ＜佐賀＞について

―障害者・難病患者等の地域生活を支えるフォーラム―

（障害者や難病患者等にとっても住み良いまちにするための公開討論会）

１　目的　障害の種別に関係なくチャレンジドの地域生活を支えるために、どのような支援体制が必要なのか、財源は大丈夫なのか、施設から地域への流れをどう作っていくのか等についての討論により、関係者への情報提供を実施するとともに、世論を喚起し、一人でも多くの県民にその必要な施策について共通認識を得るようにすること。

２　日程　平成１６年＜2004＞１１月６日（土）～７日（日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受付　１１時開始　　　開演　１３時

３　場所　唐津市民会館　　〒847-0014唐津市西城内６－３３　電話０９５５－７２－８２７８

４　主催・共催・後援

1 主催　　チャレンジドフォーラムinSAGA＜佐賀＞実行委員会、全国地域生活支援ネットワーク

　※実行委員会＝佐賀県肢体不自由児者父母の会連合会、佐賀県手をつなぐ育成会、NPO法人佐賀県難病支援ネット

　　　　　　　　ワーク、社会福祉士会、その他NPO、行政などの会員・職員有志で構成。

　② 共催　　佐賀県社会福祉協議会、中部・北部・西部地区社会福祉協議会（連合会）

③ 後援

　厚生労働省、佐賀県、佐賀県教育委員会、佐賀市、唐津市、佐賀県市長会、佐賀県町村会

　佐賀県肢体不自由児者父母の会連合会、NPO法人佐賀県難病支援ﾈｯﾄﾜｰｸ、佐賀県精神障害者家族連合会

　（財）佐賀県手をつなぐ育成会、（社）佐賀県医師会、（社）佐賀県歯科医師会、日本赤十字社佐賀県支部

　佐賀県身体障害者団体連合会、佐賀県知的障害者福祉協会、佐賀県身体障害者施設協議会、朝日新聞社
読売新聞社光と愛の事業団、西日本新聞社、佐賀新聞社、ＳＴＳサガテレビ社、NHK佐賀放送局
５  事務局・参加申し込み先・問い合わせ先

・参加申し込み先（申込期限１１月１日。11月2日以降は定員７００名まで当日受付予定。）

 （郵送の場合）障害者介護支援センター響　〒849-0922 佐賀市高木瀬東１ー５ー１９

 （FAXの場合）０９５２－３２－７２３７

 （E-mailの場合）fukuichi-shigeyuki@pref.saga.lg.jp　　　　　　

・問い合わせ先　０９０－９４０９－２８７８　福市

・申込書　　チャレンジドフォーラムinSAGAホームページ（http://www.bunbun.ne.jp/~fukusan/）　

　　　　　　で申込書ダウンロード可。※ヤフー検索「チャレンジドフォーラム」で可能
　　　　　　※また、電話連絡をいただければ申込書を郵送いたします。
６　負担金　　５０００円　　

第１回　チャレンジドフォーラムinＳＡＧＡ＜佐賀＞　プログラム

平成１６年１１月６日（土）　

	時　　刻
	内　　　　　　　　　　　　　容

	11：00～
	受　付　開　始

	12：45～
	開催地歓迎スピーチ（唐津市長）・開会宣言　

	13：00～14:00
	特別講演

	今後の障害福祉のゆくえ・早期療育について

　辻　 哲夫　厚生労働審議官

	①14:10

　　　　～15: 20

　

②15:30

　　　　～16:40

③16:50

　　　　～18:20

	実践家たちの主張・政策の方向
	施設から地域への道

＜進行＞佐藤 進　埼玉県立大学保健医療福祉学部社会福祉学科教授   

村木 厚子　厚生労働省障害保健福祉部企画課長
　重藤 和弘　佐賀県健康福祉本部長

　＜施設福祉から地域福祉への政策のながれについて＞

施設と地域の共存（滋賀・富山の選べる福祉特区を考える）

＜進行＞福市 繁幸　チャレンジドフォーラムinＳＡＧＡ実行委員会代表　　

北岡 賢剛 社会福祉法人オープンスペースれがーと理事長
西村 和美 特定非営利活動法人このゆびとーまれ副理事長　　

西田 京子 特定非営利活動法人たすけあい佐賀代表

＜施設福祉と地域福祉が共存できる特区についてなど。＞

チャレンジドの地域生活を支えるための方策  

　２４時間対応型障害者地域生活支援センターの役割について

　サービス調整会議のこしらえ方

＜進行＞根来正博 国立重度知的障害者総合施設のぞみの園地域移行課長　　　　

中島 秀夫 滋賀県社会福祉事業団地域ケアシステム推進事業担当
曽根 直樹 ひがしまつやま市総合福祉エリア施設長　　　

坂本 憲義 社会福祉法人清和村社会福祉協議会事務局長
藤木卓一郎 チャレンジドフォーラムinＳＡＧＡ実行委員会副代表

＜チャレンジドの安心した地域生活に必要なものについて＞

	19:00　～　21：00
	交流会　　長崎荘0955-72-2254（唐津市民会館隣）　　別途負担金　５０００円                                   


平成１６年１１月７日（日）

	時　　刻
	内　　　　　　　　　　　　　容

	8:00～
	受　付　開　始

	9：00～11：00
	実践家たちの主張・

政策の方向
                
	基調講演　　難病支援について

伊藤 たてお　　日本患者家族団体協議会（JPC）代表幹事
障害の種別を越えた福祉サービスのあり方

　―支援費制度総括等―  

進行　佐藤 進  埼玉県立大学保健医療福祉学部社会福祉学科教授　　

　松嶋　 賢　厚生労働省省障害保健福祉部障害福祉課長　　

　清水 明彦  障害者生活相談支援センターのまネット西宮センター長
　篠塚 周城  特定非営利活動法人佐賀県難病支援ネットワーク顧問
　伊藤 たてお 日本患者家族団体協議会（JPC）代表幹事

　＜障害の種別を超えた施策のあり方について＞

	11：15～12：30


	首長セッション


	福祉・医療現場と政策をつなぐには
進行　大熊由紀子  元朝日新聞論説委員
　潮谷　義子　　熊本県知事

　古川　  康　　佐賀県知事



	12：30
	次期開催予定等報告


※　講師の都合等により当日直前まで全てのプログラムに変更の可能性がありますのでご了承ください。
どんなしょうがい・難病であっても、地域で普通に暮らしたい。


